
本
稿
は
、
本
誌
埋
号
（
一
九
八
五
）
、
妬
号
（
一
九
八
七
）
に
、

同
じ
題
名
の
も
と
に
既
発
表
の
拙
稿
の
続
編
で
あ
る
。
従
っ
て
、

『
三
彌
底
部
論
』
全
体
の
構
成
等
に
つ
い
て
は
、
本
誌
狸
号
を
参

照
し
て
戴
く
と
幸
い
で
あ
る
。
な
お
輪
廻
の
主
体
に
関
す
る
議
論

か
ら
導
か
れ
る
中
有
の
存
在
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
『
大

問
日
。
云
何
人
捨
此
有
更
受
異
有
。
答
。

如
修
多
羅
意
。
教
化
力
可
知
。
五
盛
陰
成

人
以
為
実
人
。
以
五
盛
陰
成
人
以
為
実
人

故
。
不
可
言
人
常
無
常
。
如
是
。
難
日
。

前
章
所
説
無
我
為
首
。
各
有
所
執
。
云
何

解
釈
。
令
得
開
解
。

『
三
彌
底
部
論
』
の
研
究
ｌ
我
に
関
す
る
章
Ｉ

〔
他
部
派
〕
プ
ド
ガ
ラ
が
こ
の
生
存
を
捨
て
、
次
い
で
別
の
生
存
を
受
け
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
。

〔
正
量
部
〕
経
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
の
意
味
で
あ
る
。
五
取
語
が
構
成
し
て
い
る
プ

ド
ガ
ラ
を
勝
手
に
真
実
の
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
と
憶
断
し
て
い
る
こ
と
を
、
教
化
の
力
に
よ

っ
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
取
謡
が
構
成
し
て
い
る
プ
ド
ガ
ラ
を
勝
手
に
真
実
の

プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
プ
ド
ガ
ラ
の
常
・
無
常
や
そ
う
い
っ
た
類

Ⅲ
我
に
つ
い
て
の
他
部
派
の
見
解
に
対
す
る
批
判

１
主
題
の
確
認

谷
学
報
』
師
巻
２
号
（
一
九
八
七
）
、
師
巻
４
号
（
一
九
八
八
）
に
、

「
『
三
彌
底
部
論
』
の
解
読
研
究
ｌ
中
有
の
存
在
に
関
す
る
議

論
Ｉ
上
・
下
」
と
題
し
て
発
表
済
み
で
あ
る
。
併
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。

ｊ下
・
未
完

１
加

治
洋
一
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幸
の
ろ
雷
っ
○

の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

〔
他
〕
前
の
章
で
説
か
れ
た
主
張
は
、
我
が
存
在
し
な
い
と
い
う
主
張
を
初
め
と
し
て
、

執
れ
に
も
執
わ
れ
て
い
る
点
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
、
ど
の
よ
う
に

解
釈
す
る
の
か
、
我
我
に
理
解
で
き
る
よ
う
閲
明
し
て
欲
し
い
。

２
我
の
存
在
に
つ
い
て
の
他
部
派
の
見
解
に
対
す
る
批
判

①
我
が
存
在
し
な
い
と
い
う
主
張
に
対
す
る
批
判

イ
苦
の
生
滅
を
我
に
敷
術
し
て
は
な
ら
な
い

答
。
如
前
所
説
。
苦
起
而
己
。
無
我
如
是
。
〔
正
〕
前
に
引
か
れ
た
主
張
は
、
苦
が
生
起
す
る
時
に
は
〔
そ
の
生
起
し
て
い
る
と
い

我
等
今
説
。
苦
者
苦
生
滅
是
苦
性
。
仏
欲
う
〕
そ
の
こ
と
の
み
で
あ
る
か
ら
、
我
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

顕
示
苦
性
。
語
迦
旛
延
言
。
苦
生
生
苦
滅
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
述
べ
よ
う
。

減
。
我
相
生
滅
不
可
言
。
是
故
仏
説
如
是
。
苦
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
苦
と
は
生
じ
減
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
生
滅
と
い
う
こ
と

が
、
苦
の
本
質
で
あ
る
。
仏
は
、
こ
の
苦
の
本
質
を
顕
か
に
示
そ
う
と
し
て
、
カ
ッ
チ
ャ

ー
ャ
ナ
（
肉
騨
。
。
匂
四
目
Ｐ
印
弄
．
園
弾
鼠
憩
国
幽
）
に
「
唯
苦
が
生
じ
た
時
に
は
生
じ
た
の
み
で

あ
り
、
唯
苦
が
減
し
た
時
に
は
減
し
た
の
み
で
あ
る
」
と
説
き
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
基
づ
い
て
我
の
相
の
生
滅
に
言
及
し
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
、
仏
の
説
き
示
さ
れ
た
の
は
、
右
の
如
く
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
段
か
ら
、
Ⅱ
２
①
で
列
挙
さ
れ
た
他
部
派
が
主
張
す
る
無
我
説
を
順
番
に
批
判
す
る
。

「
我
相
生
滅
不
可
言
」
と
は
、
即
ち
我
の
存
在
に
つ
い
て
、
そ
の
相
の
生
滅
を
根
拠
に
し
て
云
々
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で

ロ
施
設
さ
れ
て
い
る
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復
次
如
前
所
説
。
無
説
故
無
我
。
如
是
。
ま
た
次
に
、
前
に
引
か
れ
た
〔
仏
が
〕
施
設
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
我
は
存
在
し
な
い
と

我
等
今
説
。
我
等
相
従
信
受
。
如
仏
為
外
す
る
主
張
に
つ
い
て
、
今
か
ら
述
べ
よ
う
。
と
も
あ
れ
我
我
は
、
お
互
い
に
相
手
の
言
う

道
説
。
錐
有
我
是
仮
名
我
不
実
。
説
我
依
こ
と
に
耳
を
傾
け
、
信
受
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

有
漏
陰
．
仏
見
去
来
法
説
是
我
非
実
我
。
仏
が
外
道
の
者
の
為
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
ｌ
我
が
存
在
す
る
と
言
っ
て
も
、

如
仏
説
依
行
。
行
故
受
名
。
是
故
仏
説
。
そ
れ
は
仮
名
で
あ
っ
て
、
我
が
実
体
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
。
こ
こ
で
「
我
」
と

説
名
我
如
是
。
説
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
有
漏
の
穂
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
は
、
去
来
す

る
法
を
観
察
し
て
、
こ
れ
は
我
で
は
あ
る
が
、
真
実
の
我
で
は
な
い
、
と
説
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
仏
が
説
か
れ
た
の
は
有
為
法
と
い
う
点
か
ら
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
有
為
法
で
あ
る
以
上
〔
仮
に
〕
名
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、

仏
は
施
設
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
説
い
て
我
と
名
付
け
て
お
ら
れ
る
の
だ
。

こ
の
「
如
仏
説
依
行
。
行
故
受
名
。
是
故
仏
説
」
は
、
Ⅳ
２
の
依
説
の
プ
ド
ガ
ラ
を
検
討
す
る
箇
所
で
説
か
れ
る
「
是
是
行
所
依
説
。

是
是
其
名
安
是
名
依
説
」
と
い
う
一
節
と
対
応
す
る
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
Ⅳ
２
の
当
該
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。
又
最

後
の
「
説
名
我
如
是
」
を
国
訳
は
「
説
〔
施
設
〕
を
我
と
名
く
る
こ
と
是
く
の
如
し
。
」
と
読
む
が
、
こ
れ
は
「
無
説
故
無
我
」
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
り
「
無
説
」
に
対
し
て
「
説
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
「
説
き
て
我
と
名
づ
く
」
と
読
む
錘
へ
き
で
あ
ろ
う
。

復
次
如
前
所
説
。
自
見
其
身
故
無
我
。
如

是
。
我
等
今
説
答
日
。
無
明
所
覆
。
五
陰

無
我
謂
為
我
。
加
新
生
無
知
小
児
。
見
余

母
人
謂
為
其
母
。
五
陰
無
我
謂
為
我
亦
復

〈
瀧
は
無
我
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
我
と
名
付
け
る

ま
た
次
に
、
前
に
説
か
れ
た
、
自
ら
自
分
自
身
の
身
体
を
考
慮
す
れ
ば
分
か
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
我
は
存
在
し
な
い
と
す
る
主
張
に
つ
い
て
、
今
か
ら
我
我
の
考
え
を
述
べ
よ

』
（
，
／

Ｏ

無
明
に
覆
わ
れ
た
者
は
、
五
穂
は
無
我
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
我
で
あ
る
と
い
う
。
そ
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復
次
如
前
所
説
。
不
実
言
有
故
無
我
。
如

是
。
我
等
今
説
答
。
不
実
有
故
。
不
実
与

無
法
共
合
無
而
言
有
。
此
言
難
信
。
是
故

断
無
言
有
不
断
我
。
如
是
。

復
次
如
前
所
説
。
無
我
。
我
我
所
不
可
得

故
。
如
是
。
我
等
今
説
答
日
。
仏
説
依
不

自
在
我
我
所
実
性
不
可
得
。
如
是
。
為
他

所
制
者
不
名
自
制
。
若
自
制
者
不
名
他
制
。

是
故
断
自
他
制
不
断
我
。
如
是
。

如
是
。
是
仏
所
説
如
是
。

れ
は
例
え
ば
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
無
知
の
小
児
が
、
他
人
の
母
親
を
見
て
、
そ
の
者
を

自
分
の
母
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
な
も
の
で
、
五
瀧
は
無
我
で
あ
る
が
、
〔
無
知
な
者
が
〕

そ
れ
を
我
で
あ
る
と
言
う
の
も
同
様
で
あ
る
。

前
に
引
か
れ
た
仏
の
教
え
は
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

二
自
在
で
な
い
か
ら
把
握
で
き
な
い

ま
た
次
に
、
我
が
存
在
し
な
い
の
は
我
も
我
所
も
把
握
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
す

る
前
に
引
か
れ
た
主
張
に
つ
い
て
、
今
か
ら
吟
味
し
答
え
よ
う
。

仏
は
、
自
在
で
な
い
以
上
、
我
も
我
所
も
確
か
に
そ
の
本
質
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

他
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
も
の
は
自
制
で
は
な
い
。
も
し
も
自
ら
規
制
す
れ
ば
他
制
で

は
な
い
〔
し
か
し
こ
の
両
者
は
執
れ
に
せ
よ
規
制
で
あ
っ
て
、
自
在
で
は
な
い
〕
。
そ
れ

故
、
自
ら
の
規
制
と
、
他
か
ら
の
規
制
と
の
両
者
の
規
制
〔
即
ち
不
自
在
〕
を
断
じ
た
の

で
あ
っ
て
、
我
を
断
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ホ
実
体
が
な
い
と
は
我
の
否
定
で
は
な
い

ま
た
次
に
、
実
体
な
き
も
の
に
つ
い
て
「
存
在
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
我

は
存
在
し
な
い
、
と
す
る
前
に
説
か
れ
た
主
張
に
つ
い
て
、
今
か
ら
説
こ
う
。

実
体
な
き
も
の
と
し
て
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
実
体
の
な
い
も
の
」
も
、
「
法
で
な

い
も
の
」
も
、
両
者
共
に
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
然
る
に
、
〔
そ

れ
を
仏
が
〕
「
存
在
す
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
〔
そ
の
仏
の
言
葉
を
プ
ン
ナ
が
〕
「
こ
の

言
葉
は
信
じ
難
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
〔
彼
等
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
「
我
が
存
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在
し
な
い
」
と
い
う
意
味
に
理
解
し
て
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
「
信
じ
難
い
」
と
い
う
語
を

発
す
る
筈
が
な
い
で
は
な
い
か
。
プ
ン
ナ
が
「
信
じ
難
い
」
と
言
っ
て
い
る
以
上
〕
そ
れ

故
、
無
を
断
じ
て
、
有
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
我
を
否
定
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
の

だ
。

Ⅱ
２
①
ホ
で
註
し
た
よ
う
に
、
こ
の
一
段
は
理
解
し
づ
ら
い
。
右
の
訳
も
全
く
の
試
訳
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
類
の
議
論
で
あ
ろ
う
と

推
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
確
か
な
所
は
明
か
で
な
い
。
諸
兄
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

②
我
の
存
在
・
非
存
在
の
判
断
は
控
え
る
、
へ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張

に
対
す
る
批
判

イ
相
を
規
定
で
き
な
く
て
も
、
存
在
に
つ
い
て
は
判
断
し
得
る

如
諸
部
前
所
説
。
相
不
可
説
故
。
不
可
説
幾
つ
か
の
部
派
は
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
の
相
を
規
定
で
き
な
い
か
ら
、
我
が
存

有
我
無
我
。
如
是
。
我
等
今
説
日
。
我
常
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な
い
と
も
言
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に

無
常
相
等
不
可
説
。
有
我
等
可
説
。
如
仏
つ
い
て
、
今
か
ら
述
琴
へ
よ
う
。

説
有
人
自
爽
身
等
一
切
。
復
次
如
仏
説
。
確
か
に
我
に
つ
い
て
、
常
の
相
が
あ
る
、
無
常
の
相
が
あ
る
等
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い

無
聞
無
知
凡
夫
以
悪
業
為
相
。
聡
明
之
人
し
か
し
、
我
が
存
在
す
る
等
と
は
説
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
善
業
為
相
。
是
故
諸
部
語
不
可
依
。
如
例
え
ば
仏
は
「
自
分
の
身
体
を
初
め
と
し
て
総
て
の
も
の
を
火
で
笑
っ
た
者
が
い
る
」

是
。
と
説
か
れ
て
い
る
し
、
ま
た
例
え
ば
仏
は
「
教
え
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
真
の
智
慧
も
な

い
凡
夫
は
、
悪
業
が
そ
の
本
性
で
あ
り
、
聡
明
な
人
は
、
善
業
が
そ
の
本
質
で
あ
る
」
と

説
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
こ
の
幾
つ
か
の
部
派
の
主
張
に
基
づ
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
下
、
Ⅱ
２
②
で
他
部
派
が
展
開
し
た
、
我
の
存
在
・
非
存
在
に
つ
い
て
は
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
説
に
対
し
て
、
順
番
に
批
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如
諸
部
前
所
説
。
有
我
無
我
不
可
説
定
異

故
。
如
是
。
我
等
今
説
。
若
我
験
者
応
是

行
為
異
行
。
如
是
正
説
。
為
是
行
為
異
行

応
説
。
是
故
応
遣
諸
部
語
不
可
依
。
如
是
。

如
諸
部
前
所
説
。
有
我
無
我
直
置
問
不
記

故
。
如
是
。
我
等
今
説
。
問
不
相
応
故
。

是
故
直
置
。
相
応
故
不
直
置
。
如
仏
記
。

無
知
凡
夫
人
不
善
。
聡
明
人
善
。
是
故
諸

部
語
不
可
依
。
如
是
。

こ
の
段
で
引
か
れ
る
経
典
が
、
し
ば
し
ば
我
に
関
す
る
議
論
の
中
に
引
用
さ
れ
る
の
は
、
恐
ら
く
こ
れ
等
の
経
典
で
、
冒
侭
②
宮
（
…
‐

庁
ぐ
四
ゞ
首
騨
》
の
言
・
）
が
《
↑
色
豊
慧
或
は
《
《
ｇ
ゆ
く
画
電
』
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
者
の
経
を
引
い
て
我
の
存
在
の
教

証
と
す
る
Ⅱ
２
③
二
に
対
し
て
は
、
Ⅲ
２
③
二
で
批
判
を
加
え
て
い
る
。

判
す
る
。

ロ
問
の
立
て
方
が
適
切
で
な
い

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
が
存
在
す
る
、
或
は
存
在
し
な
い
と

い
う
の
は
捨
置
記
（
、
昏
四
冨
冒
与
少
‐
ぐ
乱
冒
３
９
）
で
あ
る
か
ら
、
〔
言
及
し
て
は
な
ら
な
い
〕

と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
論
じ
よ
う
。

問
の
立
て
方
が
適
切
で
な
い
か
ら
、
そ
れ
故
答
を
捨
置
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
正
し
け
れ

ば
捨
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
仏
は
「
無
知
な
凡
夫
の
人
は
不
善
で
あ
り
、
聡
明

な
人
は
善
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
こ
れ
等
の
部
派
の
主
張
に
依
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ハ
正
し
く
考
察
し
て
い
な
い

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な

い
と
も
言
っ
て
は
な
ら
な
い
、
互
い
に
矛
盾
し
た
規
定
が
結
び
つ
く
か
ら
で
あ
る
、
と
主

張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
、
今
か
ら
論
じ
よ
う
。

〔
彼
等
は
〕
我
に
つ
い
て
明
か
で
あ
っ
て
〔
互
い
に
矛
盾
し
た
規
定
が
結
び
つ
く
と
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
〕
そ
れ
は
有
為
法
で
あ
り
、
か
つ
有
為
法
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
の
だ
か
ら
〔
不
可
説
な
ど
と
言
わ
ず
に
〕
そ
の
よ
う
に
〔
有
為
法
で
あ
り
、
か
つ

有
為
法
と
は
異
な
る
と
〕
結
論
す
る
事
が
出
来
る
筈
で
あ
る
。
〔
さ
も
な
け
れ
ば
〕
正
に

ミワ
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常者為人邪此所中無如
故是邪可見言不可常諸
･其見説。不許説故部
若常。。若可。。。前
同無若如言。若成如所
有常言修有何言断是説
有故有多人以無見。。
者。人羅者故人常我有
行若名中是。者見等我
無如為説名若成。今無
常此我。正言過若説我
無者見若見無。依。不
為行。言。人不此若可
常成若無是者記二我説
・常言人故是之見有。
人無有名有名類仏無常

こ
れ
は
有
為
法
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
有
為
法
と
は
異
な
る
の
か
を
〔
執
れ
か
に
決

定
し
て
〕
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
、
こ
れ
等
の
部
派
の
主
張
は
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
応
是
行
為
異
行
」
と
「
為
是
行
為
異
行
」
と
を
右
の
よ
う
に
訳
し
分
け
る
の
は
、
梢
強
引
か
も
知
れ
な
い
。
「
若
我
験
者
：
…
・
」
以

下
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

も
し
も
、
我
に
つ
い
て
明
か
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
有
為
法
で
あ
る
の
か
、
有
為
法
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
、

〔
不
可
説
な
ど
と
言
わ
ず
に
〕
そ
の
よ
う
に
結
論
す
る
事
が
出
来
る
筈
で
あ
る
。
〔
従
っ
て
〕
正
に
、
そ
れ
が
有
為
法
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
有
為
法
と
は
異
な
る
の
か
を
〔
執
れ
か
に
決
定
し
て
〕
説
く
。
へ
き
で
あ
る
。
…
．
：
以
下
同
じ
。

二
存
在
の
仕
方
が
異
な
る

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な

い
と
も
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
常
で
も
あ
り
無
常
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
論
駁
し
よ
う
。

も
し
も
我
を
、
存
在
と
非
存
在
の
二
つ
の
範
晴
で
論
ず
る
と
、
断
見
と
常
見
と
に
陥
る
。

こ
の
二
つ
の
観
点
か
ら
物
事
を
論
ず
る
こ
と
は
、
仏
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
プ

ド
ガ
ラ
は
存
在
し
な
い
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
誤
謬
で
あ
る
。
し
か
し
、
〔
存
在
・
非
存
在

を
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
〕
無
記
の
類
も
、
こ
の
主
張
は
正
し
く
な
い
。
何
故
な
ら
、

も
し
も
プ
ド
ガ
ラ
は
存
在
し
な
い
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
邪
見
で
あ
る
が
、
プ
ド
ガ
ラ
が
存

在
す
る
と
言
う
の
は
、
こ
れ
は
正
見
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
は
存
在
す
る

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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如
諸
部
前
所
説
。
有
我
無
我
不
可
説
。
有

無
中
依
止
故
。
我
等
今
説
。
若
都
無
我
。

仏
不
応
説
有
依
止
。
是
仏
説
有
依
止
故
。

是
故
有
我
可
説
。
如
是
。

不
如
是
。
同
有
不
同
常
無
常
応
可
知
。
如
例
え
ば
経
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
ｌ
も
し
も
プ
ド
ガ
ラ
が
存
在
し
な
い
と
言

是
。
え
ば
、
こ
れ
を
邪
見
と
名
付
け
る
。
も
し
も
プ
ド
ガ
ラ
が
存
在
す
る
と
言
え
ば
、
こ
れ
を

我
見
と
名
付
け
る
、
と
。
こ
れ
は
、
も
し
も
存
在
す
る
と
言
え
ば
、
〔
こ
こ
で
そ
の
よ
う

に
主
張
す
る
プ
ド
ガ
ラ
は
〕
常
で
も
あ
り
無
常
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
即

ち
、
も
し
そ
れ
を
許
せ
ば
、
有
為
法
に
常
と
無
常
の
両
者
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
確
か
に
、
物
が
存
在
す
る
の
と
同
じ
在
り
方
で
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
有
為
法
は

無
常
で
あ
る
し
、
無
為
法
は
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ド
ガ
ラ
は
そ
の
よ
う
な
在
り
方
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
〔
存
在
す
る
と
い
う
点
で
は
〕
物
と
同
じ
く
存
在
す
る
と
言
え

る
が
、
常
・
無
常
と
い
う
在
り
方
ま
で
同
じ
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
以
上
の
如
く
で

あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

「
若
同
有
有
者
」
以
下
非
常
に
読
み
づ
ら
く
、
国
訳
も
「
読
方
明
か
な
ら
ず
」
と
註
す
。
今
は
但
だ
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
訳
し
て
み

た
が
定
か
で
は
な
い
。
一
応
書
き
下
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

若
し
有
に
同
じ
く
有
ら
ぱ
、
行
は
無
常
、
無
為
は
常
な
る
も
、
人
は
是
く
の
如
く
な
ら
ず
。
有
に
同
じ
な
る
も
常
無
常
に
同
じ
か

ら
ず
（
或
は
、
同
じ
く
有
れ
ど
も
常
無
常
を
同
じ
く
せ
ず
）
。

ホ
有
の
依
止
が
説
か
れ
て
い
る

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
が
存
在
す
る
と
も
、
我
は
存
在
し
な

い
と
も
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。
有
と
無
と
い
う
範
晴
に
拠
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主

張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
論
じ
よ
う
。

も
し
も
、
完
全
に
我
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
な
ら
、
仏
は
有
に
拠
る
こ
と
を
説
か
れ

な
か
っ
た
に
違
い
な
い
〔
全
く
存
在
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
有
無
の
二
辺
を
説
く
の
は
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矛
盾
で
あ
る
〕
。
つ
ま
り
、
仏
が
有
に
拠
る
こ
と
も
説
か
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
故
、

我
は
存
在
す
る
と
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
我
が
存
在
す
る
と
い
う
主
張
に
対
す
る
批
判

イ
我
が
存
在
し
な
く
と
も
繋
縛
す
る
こ
と
に
矛
盾
は
生
じ
な
い

如
諸
部
前
所
説
。
有
我
。
語
縛
故
。
如
是
。
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
は
存
在
す
る
、
繋
縛
と
い
う
こ
と
が

我
等
今
説
。
無
人
可
縛
而
有
縛
。
如
王
獄
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
反
論
し
よ
う
。

縛
。
錐
無
人
而
有
縛
有
結
。
如
有
繩
有
結
縛
る
べ
き
人
が
居
な
く
て
も
「
縛
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
る
。
例
え
ば
、
王
の
牢
獄
で

無
繩
無
結
。
如
是
。
無
我
而
有
語
縛
。
如
の
捕
縛
の
様
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
人
が
居
な
く
て
も
、
捕
縛
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

是
。
る
し
、
結
び
つ
け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
繩
さ
え
あ
れ
ば
結
ぶ
と

い
う
こ
と
は
あ
る
が
、
繩
が
無
け
れ
ば
結
ぶ
と
い
う
こ
と
も
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
、
我
が
存
在
し
な
く
て
も
、
繋
縛
と
い
う
こ
と
を
説
く
こ
と
は
あ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
Ⅱ
２
③
で
展
開
さ
れ
た
、
我
が
存
在
す
る
と
い
う
諸
部
派
の
主
張
を
順
番
に
批
判
し
て
行
く
。

こ
の
「
王
獄
縛
」
の
意
味
も
分
明
で
な
い
。
何
か
事
跡
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
御
教
示
戴
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

ロ
有
漏
の
五
穂
で
あ
る

如
諸
部
前
所
説
。
有
我
。
正
見
故
。
如
是
。
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
は
存
在
す
る
、
そ
れ
が
正
見
だ
か
ら

我
等
今
説
。
依
有
漏
陰
仏
説
有
人
。
以
人
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
述
べ
よ
う
。

見
有
人
故
。
名
為
正
見
。
如
是
。
〔
彼
等
が
教
証
と
し
て
引
く
経
で
は
〕
有
漏
の
五
穂
に
よ
っ
て
、
仏
は
「
〔
化
生
の
〕

プ
ド
ガ
ラ
有
り
」
と
説
か
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
プ
ド
ガ
ラ
が
「
〔
化
生
の
〕
プ
ド
ガ

ラ
有
り
」
と
見
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
正
見
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
段
と
ほ
ぼ
平
衡
し
た
議
論
が
、
『
倶
舎
論
』
破
我
品
に
あ
り
、
「
補
特
伽
羅
定
応
実
有
。
以
契
経
説
諸
有
掻
無
化
生
有
情
、
邪
見
摂
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〈
唯
心
の
み
と
説
か
れ
て
い
る

如
諸
部
前
所
説
。
有
我
。
仏
説
四
念
故
。
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
は
存
在
す
る
、
仏
が
四
念
住
を
説
か

如
是
。
我
等
今
説
。
仏
語
迦
旛
延
。
唯
心
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
説
こ
う
。

而
已
。
欲
顕
身
受
心
法
故
。
説
唯
心
而
已
。
仏
が
カ
ッ
チ
ャ
ー
ャ
ナ
に
語
ら
れ
て
い
る
ｌ
〔
心
念
住
に
於
て
あ
る
の
は
〕
唯
心
の

成
諸
法
更
無
異
。
如
是
。
み
で
あ
る
、
と
。
身
・
受
・
心
・
法
の
四
念
住
に
つ
い
て
顕
か
に
示
そ
う
と
さ
れ
て
、

〔
心
念
住
に
於
て
は
〕
唯
心
の
み
で
あ
る
と
説
か
れ
た
の
で
あ
り
、
他
の
三
念
住
に
つ
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
こ
と
が
成
立
す
る
の
で
、
全
く
差
異
は
な
い
。
〔
従
っ
て
、
四
念
住

に
於
て
、
観
察
す
る
主
体
と
し
て
の
我
は
存
在
し
な
い
。
〕

こ
の
段
に
つ
い
て
は
、
『
識
身
足
論
』
巻
三
の
「
汝
然
此
不
。
謂
契
経
中
世
尊
善
語
善
詞
善
説
。
有
四
念
住
。
身
念
住
、
受
心
法
念
住
。

彼
答
言
爾
。
問
言
。
具
寿
。
慈
与
何
等
念
住
相
応
、
為
身
念
住
耶
、
為
受
心
法
念
住
耶
。
若
言
身
念
住
相
応
則
不
縁
有
情
。
以
身
念
住
唯

縁
身
故
。
若
言
受
念
住
相
応
則
不
縁
有
情
。
以
受
念
住
唯
縁
受
故
。
若
言
心
念
住
相
応
則
不
縁
有
情
。
以
心
念
住
唯
縁
心
故
。
若
言
法
念

住
相
応
則
不
縁
有
情
。
以
法
念
住
唯
縁
法
故
。
若
言
不
与
身
念
住
受
心
法
念
住
相
応
、
即
応
別
有
第
五
有
情
念
住
慈
与
彼
相
応
。
此
念
住

世
尊
不
現
等
覚
。
」
（
大
妬
・
州
中
）
と
い
う
議
論
等
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

’
一
十
二
処
で
あ
る

如
諸
部
前
所
説
。
有
我
。
仏
説
声
聞
故
。
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
は
存
在
す
る
、
仏
が
声
聞
の
過
去
に

如
是
。
我
等
今
説
。
声
聞
説
処
。
依
止
法
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
述
べ

声
聞
説
而
已
更
無
異
。
よ
う
。仏
が
「
声
聞
」
と
説
か
れ
た
の
は
、
〔
そ
の
よ
う
な
現
象
の
拠
り
所
で
あ
る
〕
十
二
処

故
。
誰
言
無
有
化
生
有
情
。
如
仏
所
言
我
説
有
故
。
謂
穂
相
続
能
往
後
世
、
不
由
胎
卵
湿
、
名
化
生
有
情
。
溌
此
為
無
故
邪
見
摂
。
化
生

諸
瀧
理
実
有
故
。
」
（
大
”
・
鰯
中
）
と
あ
る
。
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を
声
聞
と
説
か
れ
た
の
で
あ
り
、
法
〔
Ｉ
有
為
法
〕
に
依
っ
て
声
聞
と
説
か
れ
た
の
で
、

正
し
く
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

「
依
止
法
」
と
は
つ
ま
り
五
語
相
続
に
拠
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

ホ
我
が
存
在
し
な
い
と
す
る
主
張
と
同
類
で
あ
る

如
諸
部
前
所
説
。
有
我
。
有
説
故
如
是
。
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
我
は
存
在
す
る
、
〔
仏
が
そ
の
よ
う
に
〕

我
等
今
説
。
仏
説
有
人
仮
名
。
是
故
是
其
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
説
こ
う
。

朋
無
我
。
〔
彼
等
が
教
証
と
し
て
引
い
た
経
で
〕
仏
が
「
プ
ド
ガ
ラ
有
り
」
と
説
か
れ
た
の
は
、

仮
名
と
し
て
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
主
張
は
〔
そ
の
儘
〕
我
が
存
在
し
な

い
と
す
る
主
張
に
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
一
段
の
議
論
は
、
Ⅳ
の
プ
ド
ガ
ラ
の
種
類
を
検
討
す
る
章
を
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
Ⅳ
で
は
、
依
説
の
プ
ド
ガ
ラ
、
度
説
の

プ
ド
ガ
ラ
、
滅
説
の
プ
ド
ガ
ラ
と
い
う
三
種
の
プ
ド
ガ
ラ
を
立
て
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

④
我
の
存
在
に
関
す
る
議
論
の
ま
と
め

若
実
無
我
不
成
殺
生
殺
者
亦
無
所
殺
。
亦
も
し
も
、
実
際
に
我
が
存
在
し
な
い
な
ら
、
殺
生
と
い
う
こ
と
が
成
立
し
な
い
し
、
殺

無
倫
盗
邪
婬
妄
語
飲
酒
亦
如
是
。
如
是
無
す
者
も
存
在
せ
ず
、
殺
さ
れ
る
者
も
居
な
い
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
倫
盗
も
邪
婬
も
妄
語

我
。
若
無
我
者
五
逆
亦
無
。
縦
任
諸
根
無
も
飲
酒
も
同
様
に
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
我
が
存
在
し
な
い
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で

起
善
悪
者
。
無
縛
無
解
縛
者
亦
無
所
縛
。
あ
る
。

亦
無
作
者
亦
無
業
亦
無
報
。
若
業
無
者
果
又
、
も
し
も
我
が
存
在
し
な
か
っ
た
ら
、
五
逆
も
な
い
し
、
諸
々
の
感
覚
器
官
が
縦
に

報
亦
無
。
業
果
報
無
者
亦
無
生
死
。
而
衆
す
る
に
任
せ
て
も
善
業
や
悪
業
を
起
す
者
が
居
な
い
し
、
繋
縛
も
な
け
れ
ば
、
繋
縛
か
ら

生
以
業
果
報
輪
転
生
死
。
若
無
生
死
者
生
解
放
さ
れ
る
者
も
な
く
、
繋
縛
さ
れ
る
者
も
居
な
い
こ
と
に
な
る
。
〔
業
の
〕
作
者
も
な

死
因
亦
無
。
若
無
因
者
因
滅
亦
無
。
若
因
く
、
業
も
な
く
、
そ
の
果
報
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
も
し
も
業
が
な
け
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滅
無
者
趣
道
亦
無
。
如
是
四
諦
亦
無
。
若
れ
ぱ
そ
の
果
報
も
な
い
し
、
業
の
果
報
が
な
け
れ
ば
、
生
死
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
。
し

無
四
諦
亦
無
仏
説
四
諦
。
若
無
仏
者
亦
無
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
現
実
に
、
衆
生
は
業
の
果
報
に
よ
っ
て
生
死
に
輪
廻
流
転
し
て

有
僧
。
如
是
無
人
者
三
宝
四
諦
亦
無
。
如
い
る
の
で
あ
る
。

是
諸
説
並
所
不
応
。
以
是
故
無
人
者
成
上
も
し
も
生
死
〔
Ｉ
苦
諦
〕
が
な
け
れ
ば
、
生
死
の
因
〔
Ｉ
集
諦
〕
も
な
い
。
も
し
も
因

諸
過
。
後
過
亦
生
。
若
有
人
有
我
者
。
上
が
な
け
れ
ば
、
因
の
減
〔
Ｉ
滅
諦
〕
も
な
い
。
も
し
も
因
の
減
が
な
け
れ
ば
道
に
趣
く
こ

所
説
無
過
。
如
仏
説
修
多
羅
。
真
応
当
知
。
と
〔
Ｉ
道
諦
〕
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
四
諦
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
し

是
故
実
有
我
。
も
四
諦
が
な
け
れ
ば
、
四
諦
を
説
か
れ
る
仏
も
お
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
し
も
仏
が

お
ら
れ
な
け
れ
ば
、
サ
ン
ガ
が
成
立
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
プ
ド

ガ
ラ
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
三
宝
も
四
諦
も
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
検
討
し
て
き
た
我
の
存
在
に
関
す
る
様
様
な
主
張
は
、
お
し
な
べ
て
正
し
い
も
の

で
は
な
い
。
即
ち
、
プ
ド
ガ
ラ
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
右
に
述
べ
た
諸
諸
の
過
失
が
成
立

す
る
し
、
更
に
後
に
述
、
へ
る
過
失
も
生
じ
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
プ
ド
ガ
ラ
が
存
在
し
、

我
が
存
在
す
れ
ば
、
今
述
寺
へ
た
如
き
過
失
は
な
い
。

仏
が
経
に
説
か
れ
た
こ
と
は
、
説
か
れ
た
通
り
に
真
に
正
し
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
故
、
確
か
に
我
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
段
で
、
・
フ
ド
ガ
ラ
が
存
在
す
る
と
い
う
正
量
部
の
正
義
を
示
す
。
こ
の
部
が
主
張
す
る
。
フ
ド
ガ
ラ
が
極
め
て
具
体
的
で
あ
り
、
業

論
や
修
道
と
の
主
体
的
な
関
わ
り
に
基
づ
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
プ
ド
ガ
ラ
と
五
穂
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
他
部
派
の
見
解
に

対
す
る
批
判

①
五
葱
が
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
対
す
る
批
判
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如
諸
部
前
所
説
。
五
陰
是
人
是
我
。
界
門
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
五
悪
が
。
フ
ド
ガ
ラ
で
あ
り
、
我
で
あ
る
、

故
。
如
是
。
我
等
今
説
。
若
人
命
我
異
是
六
処
が
〔
●
フ
ド
ガ
ラ
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
〕
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主

修
多
羅
不
顕
有
我
。
為
陰
是
我
我
是
陰
。
張
に
つ
い
て
今
か
ら
論
じ
よ
う
。

若
陰
是
我
陰
可
説
我
不
可
説
。
若
我
是
陰
も
し
も
、
。
フ
ド
ガ
ラ
が
、
命
者
（
盲
曾
）
や
我
（
弾
白
目
）
と
別
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
、

我
可
説
陰
不
可
説
。
亦
可
両
可
説
非
五
陰
彼
等
が
引
い
た
様
様
な
経
は
、
我
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
顕
わ
し
て
い
る
の
で
は
な

是
我
。
如
是
。
い
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
五
瀧
が
我
で
あ
る
の
か
、
我
が
五
蒋
で
あ
る
の
か
、
執
れ
で
あ
ろ
う
か
。
も

し
も
穂
が
我
で
あ
る
な
ら
、
穂
に
つ
い
て
は
陳
述
で
き
る
が
、
我
は
説
く
こ
と
が
で
き
な

い
筈
で
あ
る
。
も
し
も
我
が
稲
で
あ
る
な
ら
、
我
に
つ
い
て
は
陳
述
で
き
る
が
、
謡
は
説

く
こ
と
が
で
き
な
い
筈
で
あ
る
。
〔
こ
の
二
つ
の
命
題
を
〕
二
つ
な
が
ら
可
と
す
る
以
上
、

五
瀧
と
我
と
は
別
別
の
も
の
で
あ
る
と
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅱ
３
①
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
前
半
は
、
冒
侭
巴
四
が
、
削
日
四
国
ゞ
冒
四
》
困
詳
ぐ
ゅ
》
①
庁
。
．
と
同
義
で
用
い
ら
れ
る
事
に
基
づ
く
議

論
で
あ
る
。
な
お
、
Ⅱ
３
①
で
引
用
さ
れ
て
い
た
『
外
国
に
最
上
の
女
人
あ
り
』
と
い
う
経
は
、
ロ
ｚ
や
．
勺
鼻
菩
砦
四
目
の
．
（
自
困
）
に

対
応
部
分
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
ロ
ｚ
＠
の
当
該
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
と
す
る
箇
所
が
、
独
立
し
た
経
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
後
半
の
議
論
は
理
解
し
難
い
。
一
応
右
の
解
釈
も
成
立
す
る
か
と
も
思
う
が
、
或
は
独
特
の
論
理
学
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ

如
諸
部
前
所
説
。
人
異
五
陰
。
如
担
重
担

ない
いる
○0

識
者
の
助
言
を
乞
う
。

イ
身
体
全
体
の
一
部
分
の
如
く
で
あ
る

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
は
五
誼
と
別
の
も
の
で
あ
る
、

②

プ
ド
ガ
ラ
と
五
瀧
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
対
す
る
批

トー
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人
故
。
如
是
。
我
等
今
説
。
依
担
故
説
有
重
荷
を
担
う
人
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
、

担
。
若
我
異
陰
。
壊
時
起
時
我
亦
起
亦
減
。
今
か
ら
述
べ
よ
う
。

如
斫
身
一
分
。
我
亦
応
一
分
。
如
是
一
分
担
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
〔
仏
は
〕
「
担
う
者
が
い
る
」
と
説
い
た
の

成
多
分
。
一
分
多
分
還
成
一
・
随
身
存
時
で
あ
る
。

命
亦
随
存
。
命
存
時
身
亦
存
。
是
故
陰
即
も
し
も
我
が
穂
と
別
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
〔
語
が
〕
壊
滅
す
る
時
や
生
起
す
る
時
に
、

是
我
。
是
語
可
遣
。
如
是
。
〔
そ
れ
と
は
関
わ
り
な
く
〕
我
も
生
起
し
た
り
壊
滅
し
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
例

え
ば
、
身
体
の
一
分
を
斫
り
取
る
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
＄
我
も
全
体
の
一
部

分
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
部
分
部
分
が
集
ま
っ
て
、
よ

り
大
き
な
部
分
を
造
り
上
げ
る
の
で
あ
り
、
部
分
が
よ
り
大
き
な
部
分
と
な
り
、
一
つ
の

全
体
に
再
び
統
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
身
体
が
存
続
す
る
期
間
に
相
応
し
て
命

含
ぐ
沙
）
も
存
続
す
る
の
で
あ
り
、
命
が
存
続
し
て
い
る
間
、
身
体
も
存
続
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
湖
が
そ
の
儘
我
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
〔
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
内
包
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
〕
こ
の
主
張
は
拒
否
す
尋
へ
き
で
あ
る
。

以
下
、
Ⅱ
３
②
で
展
開
さ
れ
た
、
プ
ド
ガ
ラ
と
五
穂
が
別
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
諸
部
派
の
主
張
を
順
番
に
批
判
す
る
。

「
依
担
故
説
有
担
」
の
文
も
何
通
り
か
に
読
み
得
る
。
上
の
「
担
」
を
荷
物
の
意
味
に
取
れ
ば
、
「
荷
物
に
依
っ
て
初
め
て
担
う
者
が

居
る
と
説
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
別
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
上
の
「
担
」
を
動

作
の
意
味
に
取
る
と
本
文
の
よ
う
に
な
る
。
執
れ
に
せ
よ
、
我
と
瀧
と
が
別
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
否
定
し
さ
え
す
れ
ば
良
い
訳

だ
か
ら
可
能
で
あ
ろ
う
。
或
は
『
倶
舎
論
』
破
我
品
で
、
こ
の
経
を
引
く
補
特
伽
羅
論
者
に
対
し
て
「
即
五
取
蔬
自
相
逼
害
、
得
重
担
名
。

前
前
刹
那
引
後
後
故
、
名
為
荷
者
。
故
非
実
有
補
特
伽
羅
」
（
大
調
・
蠅
中
）
と
批
判
す
る
が
、
こ
の
『
倶
舎
論
』
の
議
論
が
か
な
り
熟
し

た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
前
刹
那
の
五
穂
で
あ
る
担
に
依
っ
て
、
次
刹
那
の
五
穂
で
あ
る
担
が
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
」
と
理
解
す

た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
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如
諸
部
前
所
説
。
人
異
陰
。
取
愛
為
其
二

故
。
如
是
。
我
等
今
説
。
若
人
正
見
無
疑
。

如
人
有
愛
繋
縛
。
輪
転
生
死
仏
欲
顕
示
。

仏
言
人
取
愛
為
其
第
二
長
処
生
死
。
愛
断

時
無
復
輪
転
。
是
故
我
不
異
陰
。
如
是
。

〈
有
漏
の
五
蒋
で
あ
る

如
諸
部
前
所
説
。
人
与
陰
各
。
受
業
果
故
。
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
と
穂
と
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

如
是
。
我
等
今
説
。
依
有
漏
生
死
。
此
生
た
も
の
で
あ
る
、
業
の
果
報
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い

来
生
受
其
果
報
。
是
故
人
与
陰
不
各
。
て
今
か
ら
述
尋
へ
よ
う
。

有
漏
の
五
悪
に
依
っ
て
生
じ
死
す
か
ら
、
こ
の
生
涯
や
次
の
生
涯
で
、
そ
の
果
報
を
受

け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
穂
と
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
と
は
言
え
な

い
。

ロ
・
〈
の
二
段
は
へ
ぼ
ぽ
同
趣
旨
の
議
論
で
あ
る
。
流
転
し
て
い
る
の
は
有
漏
な
る
五
穂
相
続
で
あ
り
、
そ
れ
に
依
っ
て
他
部
派
の
我

が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
別
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
、
と
す
る
。
つ
ま
り
、
愛
。
取
が
断
ち
切
ら
れ
る
と
は
、
五
瀧

の
相
続
が
絶
ち
切
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
の
相
続
が
続
く
限
り
、
業
の
果
報
を
そ
の
相
続
が
引
き
受
け
る
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の

ロ
愛
を
断
じ
る
と
流
転
し
な
い

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
と
穂
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
、

取
（
官
制
目
目
）
と
愛
（
耳
唖
目
）
と
を
そ
の
第
二
の
も
の
〔
Ｉ
所
縁
〕
に
す
る
か
ら
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
、
今
か
ら
説
こ
う
。
も
し
、
人
が
正
し
く
考
察
す
れ

ば
疑
い
を
生
じ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

人
に
愛
の
繋
縛
が
あ
る
と
、
生
死
に
流
転
す
る
と
い
う
こ
と
を
顕
示
さ
れ
よ
う
と
し
て
、

仏
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た
の
で
あ
る
１
人
は
取
と
愛
と
を
、
第
二
の
も
の
〔
Ｉ
所

縁
〕
と
し
て
、
長
く
生
死
の
境
涯
に
留
ま
る
。
愛
が
断
滅
し
た
時
に
は
、
も
は
や
更
に
流

転
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
。
〔
即
ち
流
転
す
る
五
穂
以
外
に
何
か
が
存
在
す
る
と
説
い
て

い
る
訳
で
は
な
い
。
〕
そ
れ
故
、
我
は
穂
と
別
の
も
の
で
は
な
い
。
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復
次
如
諸
部
前
所
説
。
人
与
陰
各
。
不
記

処
説
故
。
如
是
。
我
等
今
説
。
陰
我
異
不

異
不
可
説
。
是
故
法
相
以
常
無
常
為
首
不

可
説
。
我
亦
不
可
説
。

経
は
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
独
立
し
た
プ
ド
ガ
ラ
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

二
度
説
の
プ
ド
ガ
ラ
で
あ
る

復
次
如
諸
部
前
所
説
。
人
与
陰
各
。
是
我
ま
た
次
に
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
と
穂
と
は
そ
れ

説
故
。
如
是
。
我
等
今
説
。
依
度
説
。
仏
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
〔
仏
が
過
去
の
何
某
は
〕
私
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら

言
。
我
過
去
無
数
阿
僧
祇
劫
時
。
曾
為
頂
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
説
こ
う
。

生
王
。
是
故
人
与
陰
不
各
。
如
是
。
度
説
（
有
為
法
を
三
世
に
分
別
し
て
説
く
方
便
説
）
に
よ
っ
て
、
仏
は
「
私
は
、
過
去

無
数
阿
僧
祇
劫
の
時
に
、
か
っ
て
頂
生
王
で
あ
っ
た
」
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
と
誼
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
「
度
説
」
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
Ⅳ
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。
Ⅳ
で
プ
ド
ガ
ラ
の
種
類
を
検
討
し
、
依
説
の
プ
ド
ガ
ラ
、
度
説
の

プ
ド
ガ
ラ
、
滅
説
の
プ
ド
ガ
ラ
の
三
種
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
節
で
「
度
説
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
三
世
に
属
す
る
有
為
法
、
即
ち
五

穂
に
依
っ
て
プ
ド
ガ
ラ
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
別
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
前
節
の
主
張
と
同
趣
旨
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ホ
別
の
も
の
で
あ
る
と
も
説
か
れ
て
い
な
い

ま
た
次
に
、
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
と
悪
と
は
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
、
〔
プ
ド
ガ
ラ
の
常
・
無
常
は
〕
無
記
に
収
め
ら
れ
る
問
題

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
論
駁
し
よ
う
。

〔
説
か
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
〕
瀧
と
我
と
が
別
の
も
の
で
あ
る
と
も
、
別
の
も

の
で
な
い
と
も
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
法
の
相
に
つ
い
て
常
・
無
常
を
以
て

第
一
義
的
な
も
の
と
し
て
説
い
て
は
な
ら
な
い
し
、
我
に
つ
い
て
も
同
様
に
〔
常
・
無
常

を
第
一
の
も
の
と
し
て
〕
説
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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若
我
異
陰
者
仏
言
。
我
異
身
異
仏
所
不
記
。

修
多
羅
所
不
明
。
若
我
異
陰
者
。
亦
可
在

陰
中
亦
可
遍
一
切
処
。
若
在
陰
中
、
斫
身

時
破
身
時
、
我
応
可
見
。
如
蚊
在
優
曇
婆

羅
果
中
。
破
優
曇
婆
羅
果
時
蚊
可
見
。
我

在
陰
中
亦
復
如
是
。
若
我
異
身
、
冷
熱
触

身
、
我
不
応
覚
知
。
復
次
若
挑
眼
時
。
倍

応
見
物
。
如
是
。
諸
根
壊
時
。
声
香
味
触

等
。
亦
応
覚
知
。
如
是
。
復
次
若
我
異
身
。

従
此
身
入
彼
身
還
来
入
身
。
如
人
従
此
屋

入
彼
屋
還
入
此
屋
。
我
異
者
応
如
是
。
復

次
我
異
陰
者
。
我
不
応
処
処
受
生
。
若
処

処
受
生
応
一
念
遍
処
受
生
。
是
故
不
応
常

在
身
中
故
。
解
脱
難
得
。
若
処
処
行
不
応

作
業
。
若
無
業
果
亦
無
功
業
。
亦
無
縛
解
。

亦
無
行
禅
便
応
解
脱
。
如
是
等
不
応
。
是

故
人
異
身
語
可
遣
。
如
是
。

③
プ
ド
ガ
ラ
と
五
穂
の
関
係
に
関
す
る
議
論
の
ま
と
め

も
し
も
我
が
誼
と
別
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
〔
別
で
あ
る
と
〕
仏
が
説
か
れ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
「
我
と
身
体
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
別
個
の
も
の
で
あ
る
」
と
は
、
仏
が

説
か
れ
て
い
な
い
所
で
あ
る
し
、
経
典
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
明
か
し
て
は
い
な
い
。

も
し
我
が
緬
と
別
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
我
は
誼
の
中
に
在
り
、
か
つ
総
ゆ
る
所

に
遍
満
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
〔
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
〕
。
も
し
も
我

が
穂
の
中
に
在
る
の
で
あ
れ
ば
、
身
体
を
斫
っ
た
時
や
、
身
体
を
割
い
た
時
に
、
中
に
あ

る
我
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
蚊
が
ゥ
ド
ゥ
ン
、
く
う
（
且
目
富
国
）

の
果
実
の
中
に
い
れ
ば
、
そ
の
ウ
ド
ゥ
ン
、
ハ
ラ
の
果
実
を
割
っ
た
時
に
、
蚊
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
我
が
瀧
の
中
に
在
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
筈

で
あ
る
。

又
、
も
し
も
我
が
身
体
と
別
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
冷
た
い
も
の
や
熱
い
も
の
が
身
体

に
触
れ
て
も
、
我
は
そ
れ
を
覚
知
し
な
い
筈
で
あ
る
。
眼
を
刷
り
去
っ
た
時
に
、
前
に
倍

し
て
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
り
、
同
様
に
、
諸
諸
の
感
覚
器
官
が
壊
れ
た
時
に

も
、
声
や
香
や
味
や
触
等
を
覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
筈
で
あ
る
。

ま
た
次
に
、
も
し
も
我
が
身
体
と
別
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
身
体
か
ら
出
て
別
の

身
体
に
入
り
、
再
び
も
と
の
身
体
に
戻
っ
て
来
て
そ
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
人
が
こ
の
建
物
か
ら
出
て
別
の
建
物
に
入
り
、
再
び
戻
っ
て
こ
の
建
物
に

入
る
よ
う
に
、
我
が
〔
身
体
と
〕
別
個
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
で
き
る
筈
で

↑
松
》
↓
（
》
○
ま
た
次
に
、
も
し
も
我
が
悪
と
別
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
我
は
如
何
な
る
所
に
も
受
牛
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如
諸
部
前
所
説
。
人
是
常
。
無
本
故
。
如

是
。
我
等
今
説
。
若
無
本
成
常
。
生
死
無

本
亦
応
是
常
。
此
言
不
応
。
人
無
本
不
可

説
。
如
是
。

先
の
Ⅲ
３
①
で
所
謂
即
溢
の
我
を
否
定
し
、

る
の
で
迄
め
る
。

す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
様
様
な
所
に
受
生
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
〔
五
穂

と
関
係
が
な
い
の
だ
か
ら
〕
一
念
の
問
に
総
ゆ
る
所
で
受
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、

常
に
身
体
の
中
に
在
る
訳
で
は
な
く
な
る
か
ら
、
解
脱
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
又
、
様

様
な
所
へ
行
く
以
上
〔
五
穂
と
関
係
な
い
の
だ
か
ら
〕
業
を
作
る
こ
と
が
な
い
。
業
の
果

報
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
功
用
の
あ
る
業
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま

り
、
繋
縛
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
一
方
禅
定
を
行
ず
る
こ
と
な
く
、
そ
の

儘
解
脱
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。

右
に
述
尋
へ
た
如
き
は
、
総
て
正
し
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
が
身
体
と

は
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
否
定
さ
れ
る
、
へ
き
で
あ
る
。

こ
の
段
で
所
謂
離
穂
の
我
を
否
定
す
る
。
執
れ
も
正
量
部
の
正
義
で
は
な
い
と
退
け
て
い

①
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
対
す
る
批
判

イ
生
死
も
常
で
あ
る
こ
と
に
な
る

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
、
本
源
が
な
い

か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
、
今
か
ら
述
べ
よ
う
。

も
し
も
、
本
源
が
な
け
れ
ば
常
と
な
る
の
で
あ
る
な
ら
、
生
死
に
も
そ
の
本
源
が
な
い

の
だ
か
ら
常
で
あ
る
筈
だ
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
〔
生
死
は
無
常
を
本
質
と
す
る
〕
。

４
プ
ド
ガ
ラ
の
常
。
無
常
に
つ
い
て
の
他
部
派
の
見
解
に
対
す

る
批
判

ｲq
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従
っ
て
、
プ
ド
ガ
ラ
に
本
源
が
な
い
、
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
段
か
ら
、
Ⅱ
４
①
で
紹
介
さ
れ
た
様
様
な
部
派
の
、
プ
ド
ガ
ラ
を
常
と
す
る
主
張
を
順
番
に
批
判
し
て
行
く
。

ロ
同
一
相
続
の
人
に
限
ら
れ
て
い
る

如
諸
部
前
所
説
。
人
是
常
。
億
過
去
世
故
。
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
。
フ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
、
過
去
の
生
涯

如
是
。
我
等
今
説
。
若
我
定
異
陰
者
。
陰
を
記
憶
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
論
じ
よ
う
。

壊
時
人
不
滅
。
応
憶
過
去
世
時
事
。
只
応
も
し
も
、
我
が
決
定
的
に
瀧
と
異
っ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
確
か
に
穂
が
壊
滅
す
る
時

此
人
不
応
有
異
人
。
而
輪
転
生
死
無
断
絶
に
も
プ
ド
ガ
ラ
は
減
す
る
こ
と
な
く
、
過
去
の
生
涯
の
時
の
事
柄
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。

時
。
此
語
不
応
如
是
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
〔
同
一
の
〕
プ
ド
ガ
ラ
の
み
に
限
ら
れ
て
お
り
、
別
の
プ
ド

ガ
ラ
が
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
生
死
に
流
転
し
て
も
断
絶
す
る

時
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
主
張
は
正
し
く
な
い
。

〈
有
余
浬
藥
で
あ
る

如
諸
部
前
所
説
。
人
是
常
。
説
処
故
。
如
幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
、
〔
永
住
す
る
〕

是
。
我
等
今
説
。
断
苦
流
滅
故
。
至
有
余
場
所
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
説
こ

浬
藥
故
。
身
猶
存
住
名
之
度
彼
岸
住
。
婆
う
。

羅
門
至
無
余
浬
藥
。
既
至
得
無
余
浬
藥
故
。
苦
を
断
ず
れ
ば
、
〔
有
漏
の
〕
流
れ
が
滅
尽
す
る
か
ら
有
余
依
浬
桑
に
到
達
す
る
。
身

是
仏
所
説
。
是
故
不
説
人
常
。
如
是
。
体
は
猶
存
続
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
彼
岸
に
渡
っ
て
留
ま
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

婆
羅
門
は
更
に
無
余
依
浬
藥
に
至
る
。
「
既
に
〔
彼
岸
に
〕
至
っ
た
者
は
．
．
…
・
云
さ
〔
と

説
か
れ
た
の
は
、
彼
が
〕
更
に
無
余
依
浬
藥
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
が
仏
の
説
か
れ

た
言
葉
の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
プ
ド
ガ
ラ
が
常
で
あ
る
と
説
か
れ
た
訳
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
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如
諸
部
前
所
説
。
人
無
常
。
有
本
故
。
如

是
。
我
等
今
説
。
有
堀
起
故
。
是
名
説
人
。

以
是
故
。
不
可
言
陰
与
人
異
。
是
故
人
起

如
諸
部
前
所
説
。
人
常
到
不
動
楽
故
。
如

是
。
我
等
今
説
。
得
無
余
浬
梁
時
。
便
至

不
動
楽
。
若
人
常
者
不
生
不
死
、
如
浬
藥

不
生
不
死
。
身
亦
不
異
。
其
智
慧
在
所
処

処
亦
不
異
。
食
不
食
苦
楽
無
異
。
常
故
過

去
時
事
不
忘
。
常
故
無
変
異
。
亦
無
縛
無

解
。
是
故
人
常
此
語
応
遣
。
如
是
。

②
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
対
す
る
批
判

イ
有
漏
の
五
穂
で
あ
る

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
、
本
源
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
、
今
か
ら
吟
味
し
よ
う
。

有
漏
の
五
穂
が
生
起
す
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
プ
ド
ガ
ラ
と
い
う
名
が
与
え
ら
れ
て

二
浬
桑
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
な
る

幾
つ
か
の
部
派
は
、
前
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
、
不
動
の
楽
に

至
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
今
か
ら
反
論
し
よ
う
。

無
余
依
浬
梁
を
獲
得
す
る
時
が
、
即
ち
不
動
の
楽
に
至
る
時
な
の
で
あ
る
。

も
し
も
プ
ド
ガ
ラ
が
常
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
が
生
じ
も
せ
ず
死
に
も
し
な
い
の
は
、
浬

藥
が
生
じ
も
せ
ず
死
に
も
し
な
い
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
又
、
身
体
も
〔
不
生
不
死
で

あ
る
浬
藥
と
〕
変
わ
り
が
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
そ
の
〔
プ
ド
ガ
ラ
の
〕
智
慧
も
、
ど
こ

か
に
在
る
筈
だ
が
、
そ
れ
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
〔
浬
盤
と
〕
変
わ
り
が
な
い
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
食
、
へ
よ
う
と
何
も
食
尋
へ
ず
に
い
よ
う
と
、
或
は
苦
と
楽
と
に
差
別
が
な
い

こ
と
に
な
る
。
又
、
常
な
の
だ
か
ら
、
過
去
の
時
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
筈
で
あ

る
。
又
、
常
な
の
だ
か
ら
、
変
異
す
る
こ
と
が
な
い
。
つ
ま
り
、
煩
悩
に
縛
ら
れ
る
こ
と

も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
も
な
い
筈
で
あ
る
〔
が
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
い

る
〕
。以
上
に
よ
っ
て
、
プ
ド
ガ
ラ
は
常
で
あ
る
と
い
う
こ
の
主
張
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

づ
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不
可
説
。
以
是
仮
説
即
答
解
前
次
。
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
悪
と
プ
ド
ガ
ラ
が
別
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
プ
ド
ガ
ラ
が
生
起
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
説
く
こ
と
が
で
き
な

い
筈
で
あ
る
。

こ
れ
は
仮
説
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
〔
こ
れ
等
の
問
題
に
関
す
る
我
我
の
正
し
い
〕

解
答
は
次
章
〔
Ⅳ
プ
ド
ガ
ラ
の
種
類
〕
以
下
に
説
か
れ
る
。

こ
の
段
か
ら
、
Ⅱ
４
②
の
プ
ド
ガ
ラ
を
無
常
と
す
る
各
主
張
を
批
判
す
る
。

末
に
あ
る
「
以
是
仮
説
即
答
解
前
次
」
と
全
く
同
じ
文
が
、
次
節
の
Ⅲ
４
②
ロ
に
も
現
れ
る
。
一
応
右
の
如
く
訳
し
た
が
、
或
は
こ
の

「
前
次
」
を
「
前
の
時
、
前
回
」
の
意
味
に
取
り
、
「
解
答
は
〔
五
萠
と
プ
ド
ガ
ラ
の
関
係
を
論
じ
た
〕
前
の
章
で
既
に
述
べ
た
」
と
い

う
意
味
に
理
解
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
Ⅳ
で
正
量
部
の
説
く
プ
ド
ガ
ラ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
が
説
明
さ
れ
る
。

仏
説
新
等
故
。
若
人
無
常
者
。
衆
生
輪
転

所
作
善
悪
業
壊
。
不
作
善
悪
業
自
来
。
無

先
因
故
。
一
切
衆
生
悉
応
一
種
不
造
業
。

応
解
脱
者
不
由
業
自
成
。
既
不
由
業
自
成

功
徳
。
無
所
為
先
世
時
生
亦
無
可
憶
。
是

故
人
無
常
此
語
応
遣
。
以
是
仮
説
即
答
解

前
次
。
倒
法
故
。
落
生
故
。
生
老
病
死
法

①

故
、
人
無
常
。
如
是
。

ロ
業
も
滅
尽
す
る
こ
と
に
な
る

又
、
仏
が
「
新
に
…
…
云
々
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
〔
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
が
〕
、
も
し
も
プ
ド
ガ
ラ
が
無
常
で
あ
れ
ば
、
衆
生
の
流
転
す
る
の
に
従
っ

て
、
そ
れ
迄
に
為
し
た
善
悪
の
業
も
〔
一
緒
に
〕
壊
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、

先
行
す
る
因
が
な
い
の
だ
か
ら
、
善
悪
の
業
を
作
さ
な
い
の
に
、
自
ら
生
じ
て
来
た
こ
と

に
な
る
。
一
切
衆
生
は
一
種
と
し
て
業
を
造
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
解
脱
し
た
者
も
、
業
に
よ
っ

て
解
脱
し
た
の
で
は
な
く
、
自
然
に
〔
何
も
せ
ず
に
〕
解
脱
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
既
に

業
に
よ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
に
功
徳
を
具
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
又
、

業
を
為
す
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
過
去
世
の
生
涯
に
つ
い
て
想
起
で
き
る
こ
と
は

何
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
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以
上
に
よ
っ
て
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
と
い
う
こ
の
主
張
は
否
定
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
仮
説
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
真
の
解
答
は
次
章
以
下
に
説
か
れ
る
。

（
〈
）
倒
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
（
二
）
没
し
生
じ
る
か
ら
、
（
ホ
）
生
老
病
死
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ド
ガ
ラ
は
無
常
で
あ
る
、
と
す
る
主
張
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

「
新
た
に
：
…
・
云
々
」
と
説
か
れ
る
経
は
、
Ⅱ
４
②
ロ
で
引
用
さ
れ
た
「
新
生
の
天
」
に
つ
い
て
の
経
で
あ
る
が
、
ロ
ｚ
己
．
昌
凹
目
‐

⑦
○
ぐ
旨
烏
普
詐
Ｐ
口
冨
に
対
応
部
分
を
持
つ
。

①
原
文
は
「
生
老
病
死
法
、
人
無
常
故
」
で
あ
る
が
、
「
故
」
の
位
置
が
混
乱
し
て
お
り
、
前
後
の
文
脈
か
ら
改
め
る
。
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